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「リストカットだけは絶対に親には言わないで」

という子が多いというのがおもしろいところとい

うか、特徴かなと思っています。

今、私の接している高校生ですごく少ない例な

のですが、その子たちがすごく大切にしている、

信じている考え方がちょっと見えてきているの

で、今回出してみました。

１つには、自己実現をしなければいけないと

思っていることで、自分には何か能力があるの

で、それを開花させて幸せにならなくてはいけな

い、ささいな喜びではいけない、と言う子が多い

です。そしてそれは人に評価してもらって初めて

自分で認められる。だから自分が満足するという

ことではなくて、人の評価が大切だと言う子が多

いです。してはいけないと信じていることは周り

の人と違うこと。人と違うことをすることで目

立ってしまうことはいけないとよく言います。

そこから来る悩みとして「よい子でがんばって

きたけれど、もう無理です。もう何をしていいか

わかりません。もうがんばれません」「今この高

校に通っているのは自分のすべき仕事ではない気

がする」と子どもたちはよく言います。そしてす

ぐにあきらめたくなる。あきらめる。でも何をし

ていいかわからない。自分では決められない。「学

校をやめたいけれども、やめてもやることないか

らバイトをします」みたいなことを言ってきま

す。でも結局自分の満足度では決められないので

自分の決定に対して「自信は全然ない」という子

と、逆に「根拠はないけれども絶対大丈夫」とい

う子がいて「自分はこの学校では絶対むりだが、

やめたら絶対大丈夫」とか「転校して県外に出た

ら絶対大丈夫」と言う。どこからそういう根拠の

ない自信が出てくるのだろうみたいなファンタ

ジーなところが出てくる子がけっこういます。

友人関係で子どもたちが大事なことと信じてい

ることは、みんなと同じようにすることです。み

んなから外れないこと、他の友達にいい人だと思

われること。他人に配慮ができること、リーダー

に逆らわないこと。リーダーというのは、本当の

クラス委員長とかそういうのではなくて、グルー

プの自分たちの決めた、暗黙のリーダーです。こ

の中でなじめればすごく気持ちよく過ごせるので

すが、なかなか本当の自分を出しにくい事も多

い。またとにかく仲間から外れないようにとい

うことで携帯を離せない、連絡があったらすぐ

返信を返さなければと信じていますし、「入学し

た時にこのキャラだったので、もうこのキャラは

変えられません」、「素の自分はすごくシニカルで

ちょっと「はすに構える」ところがあるけれども、

そんなことをやるとほかの友だちに受け入れても

らえないので、もう卒業まで辛いけどこのまじめ

な顔でいきます。何とかバージョンでいきます」

と言う子も多いです。

してはいけないと信じていることは、やっぱり

目立つこと、それから対立や葛藤を表に出すこ

と、わがまま、自己主張。してはいけないとみん

な肝に銘じていまして、とにかく仲よしでいなけ

ればいけない。表面的に仲よしでいることのスト

レスがかかっている。おもしろくなくても笑わな

いと仲間から外れてしまうので、おもしろくなく

ても笑いますし、ちょっと友だちが口げんかをし

たりすると周りの子がストレスに耐えられなかっ

たりしています。

そこから来る問題として、最近は言いたいこと

が出てくるとブログで言うのですね。直接言わな

い。だからとても誤解が多いです。今の子たちは、

自分のブログをもっていてメル友というか、バー

チャルな世界とリアルな友達がぐちゃぐちゃに

なっていまして、普通の友達のことをリアルと言

うのですが「リアルはもう面倒くさいからつき合

わない」「メル友だけが親友」と言っている子も

います。ただ、その子は、そうは言っても学校で

寂しいので、本当に携帯が離せなくて、バイブが

鳴っているかどうかいつも確認しているようなこ

とになります。

問題はリアルとバーチャルの友だちがごちゃご

ちゃになることなのですね。メル友で、会ったこ

とがない子だと「うざくなったら切ればいい」と
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考えているけれども、そこに実際クラスで接して

いる友だちも入って、そのブログを見たりします

ので、例えばブログでうざっ、とか書くと「○○

が△△のことをうざっと書いていたよ」と回り

回って本人の耳に入ることがあって、聞いた本人

が「もう頭にきたからさよなら」といってメール

で返すわけですよ。でも次の日学校で顔を合わ

せる、ブログでは切れたつもりでも実際会ってい

る、でまたトラブルが起こる、という状況が起こっ

ています。

今どきの親子関係の特徴もちょっと書いてみま

した。親御さんが子どもさんと価値観が同じなの

ですね。例えば携帯を離さないようなお子さんの

親御さんは、面接中何回も携帯をのぞいたり、実

際かかってきたりして、実際テーブルに親子で携

帯を置いているような状態があったりとか。

また親御さんが子どものもっているバーチャル

な世界やメディアからの情報を知らない。実際大

人は子どもの携帯の世界を把握しきれていないの

で、どこでどんな情報を子どもが得ているかわか

らないという状態が起こっています。すると親は

「子どもが何考えているかわからない」となって

きて、子どもも子どもで「どうせ親に言ってもわ

からないや」となります。実際にそれで親と子が

対等になってしまう。子どもは別の世界をもって

いるのだけれども、昔と違ってファンタジーの世

界ではなくて、やっぱりバーチャルの世界には大

人が介入していて、そこにお金や消費社会や情報

がかかわっていて、そこでいろんなことが起こる

ので、大人に対してとても早いうちに幻滅をする

ということが起きていて、子どもはそこでまた大

人に対して信頼しにくかったり理想化しにくいと

いう現実が起こっています。

そこから来る問題は、共倒れですね。「お友達

を大切に」と言っているお母さんは我が子が「ク

ラスでなじめない」と言うと一緒に「どうしよう、

どうしよう」となって倒れてしまうことがありま

す。「大丈夫よ」と本当は言ってあげなければい

けない、守ってあげなければいけない立場の親御

さんが子どもに依存する。「あなたがいなければ

私は生きていけない、あなたがいるから私は」み

たいな親御さんは子どもがちょっと秘密をもって

学校のことを言わないと、それですぐ不安になっ

てしまう。子どもが具合が悪くなって「学校休み

たい」と言うと自分が、母親、父親が不安なので

「とにかく行きなさい」とプレッシャーを与え続

ける。高い期待を与え続けるとか、支配をしてし

まうとか、あるいは「もうあなたのことはわから

ない。あなたはあなたの世界があるでしょう」と

突き放すようなことも起こってきています。

そうなると例えば「あいさつは学校で教えてく

れ」とか、「学校でのトラブルはもう私にはどう

しようもできないので、学校でやってください」

みたいな親御さんがふえてきて、「うちの子が学

校へ行かないので朝起こしてください」というお

母さんがいらっしゃって、先生がモーニングコー

ルしたり迎えに行くことも起こっています。

何かすごく悲しいというか、暗い話ばっかりを

してしまったのですが、ちょっと高校生のいいと

ころもお話ししてみます。

大人に比べて高校生は、さっきの価値観みたい

なものの思い込みを変えやすいところがありま

す。友達を大切に、と育てられて、それは本当に

そうだなと思っていても、友達ができなくて不登

校みたいになったときに「１人でもいいじゃん」

みたいなことを誰かが本気で言うと、そうかもし

れないと思うことがあります。これは大人に比べ

て変わりやすいということで、ころころ変えられ

るというわけではないのですが、高校生の子ども

たちのそういう思い込みが変わると体の調子など

もすぐ変わりやすいと。これは大人に比べてすご

く早く出てくれるところでいいところだなと思っ

ています。

それから「自分はどうしたいか」とか「対人関

係はどう結びたいか」とか「家族はこうあるべき

だ」みたいなピュアなところがまだまだ残ってい

て、理想を求めるところが残っていて、これも救

いだろうなと思っています。

これでパワーポイントは終わりですが、結局大

人が共倒れをしないためには、価値観みたいなと

ころを小さく絞り込まないところが大切なのかな

と思っています。例えば成績が大事、勉強が大事、

でもだから学校がつらくなるときには、親御さん

が「まあテストが悪くても死なないでしょう」み

たいな、先生が先ほど言われたようなああいうコ

メントをするだけでお子さんはすごく楽になりま

すし、例えば「お金が大事」な子どもたち、今す

ごくそういうふうになっていますが、その中で「み
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んなで走ると気持ちいいよね」「あいさつすると

気持ちいいよね」と家庭で言ってもらえるという

ような、同じ価値観に縛られないところがすごく

大事なのかなと思って聞いていました。

そうするとやっぱり親御さん自身のというか、

大人の自尊感情だったり大人の価値観の多様性み

たいなところが今後問われるのかなと思っていま

す。以上です。

【木原】足立先生、ありがとうございました。

それでは最後に、小澤敏正先生、ご発表をお願

いいたします。

【小澤】境港総合技術高校の小澤です。よろしく

お願いします。

まず、境港総合技術高校について説明させてい

ただきます。皆さん方が知っておられるのは鬼太

郎のまちです。今、一生懸命ＰＲしていて、本当

にすごい数の観光の方が来られます。そこにあり

ます境港総合技術高校、立ち上がってから７年目

です。前は境港工業高校、境水産高校、それから

もう一つ境高校の家庭科が一緒になって誕生した

学校で６科あります。海洋科、食品科、工業学科

では電気電子科、機械科、そしてビジネス科、福

祉科、本当に特色のある学校です。ですからいろ

いろな生徒がいるのは確かです。

統合前には境港工業高校にいたのですが、生徒

指導をずっとやっていたので、新しい学校になっ

ても生徒指導をやるのだろうなと思っていまし

た。やるからには職員や学校の後押しがないとで

きないので、校長先生とどういう学校にするか相

談をした上で、私が生徒指導を担当することにな

りました。大半の生徒は素直な生徒ですが、事が

起きたときには重大なことが起きます。その実情

をどこまで伝えられるかわかりませんが、話をさ

せていただいて、学校現場はこういうことをやっ

ているのだということを聞いていただきたいなと

思います。

まず、本校で特に力を入れていることの中に、

指導に頭髪・服装検査があります。これはもうど

この学校にも負けないと思いながらやっていま

す。境港工業からやっていた指導です。工業の先

生は男の子には指導できるのですが、学校が統合

されると女の子がたくさん入ってきたので、なか

なか指導できないという状況がありました。指導

の中で「無視される」「うざい」と言われる、さ

らにはその指導から「逃げ回る」という状況も起

こりました。その当時の教頭先生が手をつかんだ

だけで暴力だと言われ、保護者を呼んで説明をし

たこともありました。その教頭先生は工業の教頭

先生でしたから、今まで女の子との接触がほとん

どなかったようです。そのようなことが総合技術

高校になったときに起きました。

また、挨拶運動を徹底して行いました。もう随

分前になりますが徹底したのは、「あいさつは先

生方からしよう」ということです。今は以前とは

違うと思うのですが、１０年ぐらい前は、なかなか

先生方からあいさつすることが少なかったように

思います。今はもう一生懸命先生方があいさつし

ています。そうするとあいさつしない生徒もあい

さつするようになってきました。

それから学校の中では、暴言、暴力、いじめは

絶対許さないと、この基本線を崩さないように職

員の意思統一を図りました。「授業が成り立たな

いような学校には絶対しない。」そういう思いで

やってきました。授業中に携帯電話が鳴ったり、

教室をうろうろしたり、大声でしゃべったり、奇

声を上げる、などということは絶対にない学校に

しなければいけないという思いで取り組んだのが

最初です。

そのためには保護者への理解を得なければいけ

ないと考えました。保護者にどこで伝えたらよい

か、最初しかないので、合格者説明会、それから

入学式の後に、怒鳴るような勢いでその当時しゃ

べっていたように思います。「これはやらせない

でください。」「学校はこうします。」全部説明し
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ました。そして最後に、「聞いてなかったとは言

わせません。」と言いました。そこから始まった

ように思います。このように最初から、保護者と

のやりとりがしっかりできるようにならないと何

も変わらないと思い、やってきました。

そのような中で、「その場その時の見逃さない

指導」という指導方法に出会いました。その指導

方が、「ゼロトレランス」という、アメリカで行

われている指導であるとその当時の校長先生に教

えられました。私も書物を読んだり解説書を読ん

だりしましたが、アメリカは自由なようで自由で

はないのです。徹底して指導します。だから日本

の学校で生徒が歯科健診などで並ぶとワイワイガ

ヤガヤと騒ぐケースがありますが、米国ではひと

言もしゃべらず「シーン」としている。私は見た

わけではないのですが、そんな状況が書いてあっ

たのです。それぐらい徹底してやっている「ゼロ

トレランス」という指導方法。その指導を徹底す

るには回数でした。指導回数をきちんとカウント

して、何回か指導をされると厳重に処分されま

す。アメリカの指導も何回か同じことが繰り返さ

れると学校には居られないのです。支援施設がき

ちっと整備されていますから施設に行かされま

す。うちは日本ですから日本風に、アメリカと同

じようにはできませんので、それをどこまで追求

できるかわかりませんが、一生懸命保護者に理解

を得てやりました。

例えば、携帯電話の使用違反での指導で、数を

重ねると預かりをします。それが何回かあった生

徒に指導していくわけですが、返してほしいとい

うことで「学校をやめた」生徒がいます。学校が

立ち上がった当初でしたから、６年ぐらい前にそ

ういうこともありました。

それから化粧です。何回か指導されると本校は

家庭謹慎です。茶髪もそうですし、態度が悪けれ

ば厳重な指導です。言葉遣いが悪ければ、そうい

うところを教えていかなければいけません。です

からわかる生徒はわかってくれますが、何回も繰

り返す生徒もいます。

そういうことを繰り返しながら指導するなか

で、保護者を呼び出すときに男の子の場合、だい

たい母親が出てきます。母親は電話口でまくし立

ててしゃべられます。お母さんはしゃべられた後

は落ちつきます。私はずっと聞いていて、私がお

母さんの言うことにまず、「よくわかりました。」

と答えます。その後、「いや、うちの学校はこう

ですからよろしくお願いします。」と言うとなぜ

か納得されます。

それから女の子に指導すると、父親が出てくる

場合もあります。そのときの父親はすごいです

よ。「やらせます、しっかりやらせます。」と２回

目ぐらいまでは言われますので、「もう３回目は

ありませんよ。」とおさめます。しかし、３回目

があったときに父親が変わるのです。「うちの子

はやっていない。どこに証拠があるか。」と言っ

てきます。父親は豹変されて、突っ込んでこられ

るのに対し、「気持ちはわかりますが、もう後が

ないと言いましたので、こちらも徹底して指導し

ます。」と言います。本当に後がないのですが、

次をつくったりもしました。そこは日本風にとい

うことでやったわけです。

それから「母親には任せられない」と言う父親

がおられます。電話口で「うちの子の茶髪は地毛

だ。これは元からだ。そういうふうに言っただろ

う。」と。それで、「いや、それは中学校の先生、

小学校の先生に聞きましたが、違うと言っておら

れますよ。」と言うと、「うるさい。」と言い始めて、

「今からそっち行くから待ってろ。」と言って来ら

れないのです。後でよくよく聞いたら、その人は

お母さんの愛人だったとか。

それから校長先生のところへ来て、「うちの子

が不登校になって出てこられないようになったら

おまえの責任だ。」「おまえを自殺に追い込んでや

る。」と大声で叫び、ものすごい勢いで来られま

した。これにはこちらもどうなるかわからないと

思いました。本当に我が子のことを思って「母親

にはもう任せておれない。」という思いがあるの

でしょうが、そういう思いで脅迫してこられたと

いう例はけっこうあります。保護者と十分に話を

し、実際に事件が起きてはいけないという思いで

さまざまな指導の工夫をしました。そして何回も

家庭訪問をした結果、子どもが出てくるように

なって解決はしました。

今、発達障害がある生徒たちが増えています。

個人情報保護ということがあり、その情報がなか

なか伝わってきません。私はこの発達障害がある

生徒が集団への不適応を起こす前に何とかそれを

未然に防ぎたいと思っています。そのため入学前
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から配慮したいと訴え続けてきたのですが、鳥取

県の条例で個人情報は出せないということになっ

ています。配慮を要する生徒に関しては、これは

個人情報というより、生徒のための情報として前

もって知らせてほしいと訴えています。親と本人

の了解が容易に得られないこともあり、伝わって

こないのです。生徒の情報を知らないため、事件

が起きてしまう例もあります。その生徒の背景に

ある情報を知らなかったために、事件が起きてか

ら初めてわかるという状況になってしまいます。

何とかそういうところをいろいろな機関に協力し

ていただいて未然に防いでいこうと思っていると

ころです。

最後になりますが、先ほどスクールカウンセ

ラーの足立さんからも言われましたが、女の子の

指導が困難です。グループ内のリーダーは、問題

が起きれば表面に出てきます。逆に弱い立場の子

は、携帯電話のブログとかメールなどでいじめら

れるということが起こり、学校に来なくなりま

す。目に見えない、水面下で行われているのが実

態です。学校に来なくなった原因は何かと聞いて

もなかなか言えないし、親にも言わない状態にな

ります。いろんな状況が起きてきて学校から離れ

ていきます。今うちの高校でも何人もいます。

そういう状況は各学校でもあると思います。ど

うにかしたいと思うのですが、家庭環境が悪化

し、その原因をつくっているは確かです。両親の

離婚、経済的に不安定、ネグレクト、ＤＶ、祖父

母に育てられる、親の蒸発、などという家庭環境

の生徒が増加しています。３分の１以上、半分近

くが授業料減免を受けています。何とか助けてあ

げたいのですが、その情報を得るため、生徒指導

でありながらスクールカウンセラー、相談員の方

のカウンセリングのような形で聞き取りをしてい

ます。その上で指導をしていかなければと思って

います。

最後になりますが、最終的にいろんなことが学

校で起きてもしっかりと前向きに生活している生

徒はやはり「目標」をもった生徒です。目標をもっ

た生徒は「ぶれない」です。「動じない」という

ことです。女の子同士の、グループ内でもめごと

があってもそんなことは関係ない、そういう気持

ちで日々過し、目標に向かっています。ですから

ぜひご家庭の方でもそういう「目的」「目標づく

り」そして「自分づくり」のアドバイスをしてほ

しいという気持ちでいっぱいです。

現在の社会情勢を考えると、どんどん難しい現

状になりますが、本校ではこのような状況で取り

組んできました。

どうもありがとうございました。

【木原】小澤先生、どうもありがとうございました。

すっかり４人のシンポジストの方のお話に聞き

入っておりまして、会場の皆さんと意見交流をと

思っていたのですが、恐らく１つか２つのご質問

をお受けするぐらいの時間しかありませんが、会

場の皆様からシンポジストの方に対してご質問あ

るいはご意見をお一人かお二人お受けしたいと思

います。

ご質問あるいはご意見の際には、学校名とお名

前をお願いいたします。

それでは、ご質問あるいはご意見ございました

ら、どうぞよろしくお願いいたします。

【会場発言】愛媛県立南宇和高等学校ＰＴＡ会長

の木村です。よろしくお願いします。

 せっかくこういう場ですので、子育てのとこ

ろで会長さん、副会長さんに聞きたいのですが、

ただ今の発表で母親がえらくがんばっておられた

なと思ったのですが、男の子のときにそのときお

やじは何をされていたかなというのをちょっと聞

いてみたいと思って、よろしくお願いします。

【木原】それでは、お答えをよろしくお願いいた

します。

【遠藤】先ほどの話の中でお話ししなかったので

すが、実は私、母子家庭でして、申しわけありま

せん。長男が小学校２年生のときから母子家庭で

すので、実質私が父親役と母親役と両方やってい

るような形で進んでおります。

ただ、いつも子どもたちに言うのは、子どもに
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とって父親は父親ですので、離婚はしたのです

が、あなたたちにとって父親には変わりはないの

で、いつでも話に行っていいし、悩みがあったら

父親に話をしてもいいよということは言っていま

すが、私の性格が元来男に近い性格をしているの

で、けっこう相談も父親よりは私の方にしてきて

くれているようではあります。お答えになってい

たでしょうか。

【木原】ありがとうございます。

では、辻谷さん。

【辻谷】話の中で見送ってもらえない夫の話をし

ました。４年ぐらい前まで、子どもが小さいとき

は主人がすごく忙しくて、子どもが寝てからでな

いと帰らなかったので、中学校ぐらいまでは本当

に子どもとの接点はあまりなかったと思います。

ですが、米子東高は主人の母校なので、子どもが

母校に入ったということで突然教育パパになっ

て、懇談にも突然「僕が行く」といって出かけま

した。また、娘は主人と同じ仕事を目指したので、

いろんなアドバイスを娘にはしてくれました。

息子の進路については、主人は自分の仕事のこと

しかよくわからないので、アドバイスはしてやりた

いけれども、進路については僕はあまりよくわから

ないなと言っていました。でも、すごくいろんなこ

とを知っている人で、すごく穏やかに子どもたちに

も話す人なので、子どもたちもいざというときには

このちゃらんぽらんなお母さんよりお父さんの方が

頼りになると思っていると思います。

【木原】ありがとうございます。

では、あとお一方ご質問あるいはご意見がござ

いましたらお受けしたいと思います。

【会場発言】米子南高等学校の新宮と申します。

遠藤会長と辻谷副会長は友人でございまして、

きょうかなり緊張していて、いつも話していらっ

しゃることがなかなか言葉の中に出てこなかった

ので、あえて私の方から友人として聞きたいと思

います。今日のシンポジウムのテーマにあること

を念頭に置いて、今この時代のＰＴＡのあり方に

ついて、どういうあり方が望まれるかについて少

しだけ答えていただけませんでしょうか。お願い

いたします。

【木原】よろしくお願いいたします。

【遠藤】ありがとうございます。新宮さんからこ

んな難しい質問が来るとは思いもよりませんで、

大変困っておりますが、高校に子どもを入学させ

たときに一番最初に思ったことなのですが、皆さ

ん、高校生になったら難しくなるから学校に行く

のも面倒くさいし、なるべくかかわらないように

して高校３年間終わってくれたらいいのではない

のという保護者の方が圧倒的に多いのではないか

なと思っています。私は高校生の３年間が一番大

事なときだと思いますので、そういう方たちを一

人でも多く、入学時からＰＴＡの大切さを分かっ

てもらう努力をやっていくのが高校のＰＴＡでは

ないかなと思っておりまして、私自身も２人の子

どもが工業高校にお世話になって、５年間ＰＴＡ

活動をしてきたのですが、その中で１年では変わ

れませんでしたが、地道な声かけをしたり、いろ

んな行事に出てきてもらって、学校にとにかく来

てもらうこと、そういうことを含めて高校生の親

としてどの高校も学校側がすごく一生懸命がん

ばっておられますことを理解し、保護者としての

意識をもうちょっと改革して、開会式で教育委員

会の局長さんからも話がありましたが、家庭と地

域と学校と三位一体でいかないと本当の子どもの

指導はできないのではないかなと思っておりま

す。

【木原】ありがとうございます。

辻谷副会長さん、いかがでしょうか。

【辻谷】新宮さん、ありがとうございます。本当

に難しい質問です。

私の子どもの中学校は、２つの小学校から一つ

の中学校に来ます。役員をさせてもらったのです

が、卒業するまでに名前さえ知らない方がすごく

たくさんおられました。小学校まではＰＴＡ活動

を通じて親同士もつながるチャンスがすごくあっ

たのですが、中学校は子どもが学校に来るなとい

う年ごろだということもあって、つながらなくな

りました。ましてや高校は、保護者は知らない人

だらけですが、ＰＴＡ活動をしてみて、学年とか

超えていろんな方と知り合うことができ私はすご

く楽しいし、いろいろ助けていただいたりする仲

間が出来るので、もっと多くの方に参加していた

だきたいなという思いはあります。校区もとても

広くなりますし、高校のＰＴＡ活動にどんどん参

加者が増えればいいですが、なかなかそういうこ

とになっていない現状はやっぱり憂うべきことだ

なと思います。これからいろんな知恵を出し合っ
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て盛り上げていきたいと思いますので、一緒にが

んばりましょう。答えにはならないと思います

が、お許しください。

【木原】どうもありがとうございました。

それでは、まだご質問もあるかと思いますが、

時間になりましたので、最後に一言だけ、僣越で

はございますが、まとめさせていただきます。

本日、保護者のお立場、学校の先生のお立場、

教育相談員の方のお立場とさまざまなお立場から

貴重なお話を伺いました。そしてその中で共通し

ていたことですが、今子どもたちは人間的なつな

がりが切れかけた社会の中で、つまり大人のセー

フティーネットが穴だらけの環境の中で危なっか

しく生きているような気がします。つらそうにし

ている子はもちろんのことですが、表面は明るく

元気に振る舞っている子も実は先ほどの足立先生

のお言葉ではないのですが、さまざまな悩みを抱

えてもがいています。社会が便利になればなるほ

ど人と人とのつながり、それから助け合う必要が

なくなってきます。今後も社会はさらに便利にな

ると思いますが、こういう時代だからこそ私たち

一人一人が、多分ボーッとしていたらつながらな

いと思うのです。先ほども言われたように、意識

してさまざまな角度から子どもたちの周りに人と

人とのつながりをつくっていくことが必要だとい

うことを今日のシンポジストの方から学んだよう

に感じました。

そして本日のシンポジウムが人と人とのつなが

りの輪を広げるきっかけになればシンポジスト一

同これ以上の幸せはないと考えております。

長時間のご清聴本当にありがとうございまし

た。以上でシンポジウムを終了いたします。
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６　全国５地区開催　子育てシンポジウム参加者アンケート集計結果

＊開催地区…北海道・東京・静岡・兵庫・鳥取　＊参加者…１，１６６　＊アンケート回収数…５９４

１　「子どもの心、その背景」についてヒントが得
られましたか

①　得られた ５２０ ９０

②　どちらとも言えない ３９ ７

③　得られなかった ６ １

④　その他 １１ ２

（「得られた」の記述内容は次ページ）

２　参加して、今後どのように役立つと思われまし
たか　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

①　子どものためになる ３３８ ５７

②　自分のためになる ４４４ ７５

③　親たちのためになる ３５１ ５９

④　学校のためになる ９９ １７

⑤　教師のためになる １１４ １９

⑥　社会のためになる １４２ ２４

⑦　その他 １３ ２

３　参加して良かったと思われることは何でしたか
（複数回答）

①　シンポジウムの企画運営等 １４７ ２５

②　アンケート調査結果等 １９１ ３２

③　高校生の人間関係について ２７３ ４６

④　講師の意見・講評について ３２３ ５４

⑤　参加者の意見・講評について ５８ １０

⑥　高Ｐ連の活動活動について ２６ ４

⑦　その他　 １２ ２

４　シンポジウムや全国のアンケート調査など、今
後の活動について

①　もっと活発にやるべきだ ２５５ ４７

②　現状を維持すべき ２６５ ４８

③　やらなくてもよい ９ ２

④　その他 １９ ３

％

％

％

％

①　９０％

②　７％

③　１％
④　２％

①　４７％

②　４８％

③　２％ ④　３％

①

５７％

⑦

２％

⑥

２４％⑤

１９％
④

１７％

②

７５％

③

５９％

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

①

２５％

②

３２％

③

４６％

④

５４％

⑤

１０％ ⑥

４％
⑦

２％
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シンポジウム終了後のアンケートに記入された代表的な意見・感想

（多くの自由記述をいただきましたが、主な意見・感想として次のようにまとめました。）

１　シンポジウム参加で得られた「子どもたちの心とその背景」のヒント

・あらためて、今の子どもが抱えている問題や大人が果たすべき役割を考えさせられた。

・子どもたちの本当の心の中を、心の叫びを聞いてみたいと思った。

・保護者・子ども共に自己肯定感、自尊感情をもつことが大切である。

・ぼんやりと感じていたことが、科学的データの裏づけでよくわかって再確認できた。

・自らの子育てを肯定・反省し、自分から変わって明るく生活したい。

・今まで以上に子どもに本気で向き合おうと思った。

・大人の都合や押しつけで子どもの成長をつぶしてはいけないと思った。

・保護者と子どもの信頼関係がいかに大切かをあらためて自覚した。

２　講師、コーディネーター、パネリストの方々への意見

（今年度は、５地区会場の基調講演の講師は全て木原雅子准教授であった。）

・講話がわかりやすくて、心にしみた。もっと話しを聞きたかった。

・講話は感動的であった。もっと多くの人々に聞かせたかった。

・まじめに本気で子どもに向き合うことの大切さを教えられた。

・日頃の会話の一言ひとことの大切さをあらためて認識した。

・ＷＹＳＨ教育はすばらしい。大勢に知らせたい。

・講演から、「命を守ること」「生きること」をあらためて考えさせられた。

・パネリストそれぞれに子育ての大変さ、重さを分かって話しをしていて共感をもった。

・パネリストの方々のご意見はたいへん参考になった。

３　高等学校ＰＴＡ活動に対するご意見

・ＰＴＡ活動をもっと大勢に周知すべきであり、多くの人に参加してほしい。

・ＰＴＡ活動・シンポジウムなどにもっと男性を参加させたい。

・生徒たちとの交流の場、生徒の声を聞ける企画をもってほしい。

・今後ともこのような企画を実施してほしい。

・小・中学校と連携することも大切ではないか。

・ＷＹＳＨ教育を学校の先生たちの研修に取り入れてもらうようにしてほしい。
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あ　と　が　き

㈳全国高等学校ＰＴＡ連合会　　　　　　

健全育成委員会委員長　深　澤　資　弘

本年度全高Ｐ連は過去３カ年にわたる調査研究を踏まえ、「子どもを取り巻く人間関係の回

復と社会環境の充実事業」をまとめてまいりました。

今回は全国７，２００名の生徒を対象にアンケート調査を行うとともに５地区においてシンポジ

ウムを開催し、現代の高校生がかかえている問題、高校生にかかってきている問題をどう解決

していくのか研究・討議しました。

近年子どもたちの置かれている環境は調査によっても明白になっておりますし、ますます悪

化していることは否めません。まず問題視しなければならないことは、「人間的つながりの希

薄化」だと感じられます。しかし、我々が研究したことによりそこから抜け出す糸口を見いだ

すことができたなら、そこに成果をみることができるのでしょう。

この報告書がそれぞれの立場で足踏みをしている各位にとって、一歩踏み出すことができる

材料になることと確信しております。調査結果や考察・現状をしっかり把握して、悩み苦しん

でいる子どもたちの助けになるよう本書がさまざまな場面で活用されることを願っておりま

す。

本年度の調査研究にあたり、文部科学省から事業委託していただき、また京都大学大学院准

教授木原雅子医学博士を中心としたスタッフが活躍されたことで、一層の深みを増すことがで

きたことを感謝いたします。

最後に、協力者委員会の皆さま、健全育成委員会の皆さまのご協力により今年度もすばらし

い研究調査ができましたことにあらためて御礼を申し上げます。

平成２２年３月　






